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 イソベンゾフランの三量化体に相当するイソベンゾフラントリマー 1 を合成ブロックとして、これの
三⽅向への連続的環化付加反応を駆使した迅速な⾻格構築とこれを利⽤したスターフェン型芳⾹族ポ
リケトンの合成を試みた。その結果、トリスエポキシトリナフチレン 2 がイソベンゾフラントリマー 1
の合成等価体として機能することを⾒出し、これをナフトキノン 3 の共存下で加熱
すると、1 の発⽣とともに環化付加反応が連続的に進⾏し、三重環化付加体 4 が収
率良く得られた。この際、3 回の環化付加反応はいずれも⽴体選択的であり、1H NMR
による構造解析の結果、主⽣成物 4 は 2 回の endo 付加と 1 回の exo 付加がそれぞれ
進⾏した⽴体構造を有していることが明らかになった。さらに、このようにして合
成可能になった三重環化付加体 4 を酸性条件に付し、脱⽔・芳⾹族化することによ





















































































































結着剤（PVDF）を 1/7/2 の重量⽐で混合してペレット状電極を作成し、充放電特性（電圧 1.5-4.2 V、電
流速度 0.1 mA）を調べた。その結果、初回の放電容量















 まず、⽔溶性の D–p–D および A–p–A 型のイソベンゾヘテロールを合成することに成功した。すなわ
ち、上述のワンポット反応を利⽤して合成できる D–p–D 型のジアリールイソベンゾフラン 8 に対して
ヨウ化メチルを作⽤させると、トリメチルアンモニウム塩 9 が得られ、同様の⽅法で、⽔溶性のイソベ
ンゾチオフェン 10 およびイソベンゾセレノフェン 11 を合成することもできた。⼀⽅、A–p–A 型の分









た。例えば、s-Bu 基と hexyl 基を導⼊
した⾊素 18 において、光電変換効率
は、6.28%（短絡電流密度 Jsc = 13.30 
mA/cm–2、開放電圧 Voc = 0.71、曲線































12.21 0.66 0.70 5.61
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X = O, S, Se
